
交通社会実験時の市街地内交通量について 

 

 平成２１年１１月７日から２３日までの間実施した一番街周辺の交通社会実

験に伴う周辺道路への影響について、以下のとおり概略が判明した。 

 

１ 調査地点 

  一番街の交通規制に伴い、最も影響を受けると考えられる道路の交通量を

調査した地点は図１のとおり。 

 

（図１）調査地点 

 

 

２ 調査方法 

  主要交差点における交通量調査及び生活道路における断面交通量調査を基  

 に、図１のＡからＥまでの調査地点の１２時間交通量を求めた。 

  なお、平日については一番街の車両通行止め（歩行者天国）を実施してい

ないため、調査結果が通常時と一方通行時だけのものとなっている。 

  また、寺町通り（地点Ｂ）は北向きの一方通行規制となっているため、南

向きの交通量は無い。 

 

 

 

 

 

 


